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はじめに 

 

2020 年の年初より感染が拡大した新型コロナウイルスの影響により、社会・経済活動が停滞する中、 

事業者及び関係団体は、今後の持続的な対策を見据え、政府の方針等に基づいて、業種や施設の 

種別ごとにガイドラインを作成するなど、自主的な感染防止のための取組を進めることが求められています。 

 

「JFA こころのプロジェクト「夢の教室」の再開に向けた新型コロナウイルス感染症対策ガイドライン(以下、

「本ガイドライン」という)は、こうした政府の方針や上位団体のガイドラインに基づき策定したものであり、

「夢の教室」の再開時及び再開後における感染拡大予防のための留意点を「手引き・チェックリスト」とし

てまとめたものです。 

 

なお、「本ガイドライン」は政府の方針や上位団体のガイドライン、日本サッカー協会が作成するガイドライ

ン、得られている知見等に基づき作成していますので、今後、これらが改定された場合には、「本ガイドライ

ン」についても逐次見直すことがあり得ることに御留意ください。 
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「JFA こころのプロジェクト「夢の教室」の再開に向けた新型コロナウイルス感染症対策ガイライン」につい

て 

 

1. ガイドラインの構成 

「本ガイドライン」は以下の要素により構成されます。 

 

① 事前準備、夢先生及びスタッフの移動・宿泊時の対策と対応 

② 授業当日の対策と対応 

③ 「夢の教室」のカリキュラム内での対策と対応 

④ 感染が疑われる場合の対応 

 

2. ガイドラインの基本的な考え方 

「本ガイドライン」の策定にあたっては以下の考え方に基づいています。 

 

1 安全最優先 

生命・健康の安全を最優先とし、感染拡大のリスクを最大限に排除した、児童・生徒、先生、自治体職

員、夢先生、スタッフ、それらの方のご家族等「夢の教室」に携わるすべての皆様が安全に活動できるよう

配慮する。 

 

２ 「新しい日常」・「新しい生活様式」への適応 

Before コロナの「日常」が即座に戻ることは無いということを前提に、置かれた状況の正確な分析・理解

に基づく方針を設計する 

 

3.ガイドラインの運用方法 

「本ガイドライン」については、以下の考え方に基づき運用されるものとします。 

 

<適用の際の留意点> 

「本ガイドライン」と自治体並びに学校の方針や基準との間に相違があった場合は、開催自治体並びに

学校の方針や基準を遵守するものとし双方誠意をもって都度協議するものと致します。 

 

<改定> 

「本ガイドライン」は、政府の方針やガイドラインに変更があった場合や本プロジェクトが必要と判断した場

合に改定を行うものとします。 
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４.「ガイドライン」の詳細(チェックリスト) 

「本ガイドライン」については、以下の詳細に基づいています。 

 

学校に訪問する夢先生とスタッフの体調管理の確認 

学校に訪問する夢先生とスタッフは日々、感染予防と体調管理に努め、別添の感染症防止策チェックシ

ートの項目に当てはまらないことを確認した上で学校に訪問いたします。 

 

１.事前準備、夢先生及びスタッフの移動・宿泊時の対策と対応 

打合せなど事前準備や自治体・学校までの移動時、宿泊時には以下の対策と対応を徹底いたします。 

 

1）健康状態の事前確認 

夢先生及びスタッフは、別紙「新型コロナウイルス感染症防止策チェックシート」で健康状態を確認します。 

 

2）移動・宿泊時の感染予防 

夢先生及びスタッフはマスク着用（移動時・宿泊時）、アルコール消毒液等を携帯し感染予防を徹底

します。 

 

3）感染リスクを避けた移動手段の選択 

感染リスクを少しでも減らすため、公共交通機関（飛行機・新幹線・特急を除く）を避けてレンタカー等

の移動を優先することがあります。 

 

4）会食会合と外出の自粛 

「夢の教室」実施関係者との会食会合、並びに宿泊先での不要不急の外出を自粛します。 

 

5）備品の共有の自粛 

児童・生徒が「夢の教室」で共有するような備品（ビブス等）は持ち込まず、使用いたしません。 

 

6）学校事前打合せの訪問回避 

接触機会低減のため、学校との事前打合せでは学校訪問を回避し以下の方法で実施いたします。  

① 説明用映像・資料を学校（自治体）に事前送付し、内容を確認頂きます 

② 電話、Web 等で詳細の説明と不明点の確認を行います 
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２.授業当日の対策と対応 

授業の当日や学校内での夢先生及びスタッフの対応は以下の通り行います。 

 

1）学校基準を遵守した対応 

換気や手洗い・うがい等については夢先生並びにスタッフともに当該校の運営基準を遵守いたします。 

 

2）最少人数での実施 

授業実施では必要最少人数の３名（夢先生・アシスタント・ディレクター）で学校を訪問します。 

 

3）移動時と学校滞在中の感染対策 

夢先生及びスタッフはマスク着用（学校までの移動と学校滞在中）、アルコール消毒液等を携帯し感

染予防を徹底します。 

 

4）学校内の行動制限 

学校内の行動範囲は必要最小限（控室・体育館・対象教室・トイレ等）とし、カリキュラム以外での児

童・生徒との接触を極力控えます。 

 

5）最終打合せ時の対応 

担任の先生との最終打合せは、マスクを着用し、換気した状態とソーシャルディスタンスを保つよう努めて

実施します。 

 

6）使用器具・道具の清掃・消毒 

登壇後に授業実施時に使用した器具・道具をアルコール消毒いたします。 

 

7）控室の清掃・消毒 

退校時に控室で使用した机・椅子等を除菌シート等で清掃・消毒し、ゴミ類は持ち帰ります。 

 

8）参観者や取材の制限について 

人が密集する状況につながる保護者の参観、関係者の見学、取材などは自治体、学校の方針やガイド

ラインを遵守いたします。 
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３. 「夢の教室」のカリキュラム内の対策と対応 

「夢の教室」のカリキュラムの「ゲームの時間」「トークの時間」を感染予防と三密対策の観点から以下の

対策を講じた上で実施いたします。  

 

 

前半：「ゲームの時間」 35 分（体育館） 

通常ゲームの時間で行っていた「チームワークゲーム（協力・全力・ルール遵守）」は三密に該当する状

況が発生する場合があるため、通常のゲームの時間とは異なる三密対策を講じた軽微な運動を伴うゲー

ムを実施し、笑顔をつくる時間を目指します。 

 

また、以下の対策を実施した上で行います。 

・換気に努める 

・子ども間の距離を 1.5m 以上確保する  

・呼気が上がるような激しい運動はしない 

・備品、ビブス等を共有しない 

   ・原則マスクを着用する。ただし、天候・気温・湿度等の環境によっては学校と協議の上決定する 

 

 

後半：「トークの時間」 55 分（教室） 

教室内でトークの時間を実施する際にも以下の対応・対策を講じた上で実施いたします。 

・夢先生と児童、生徒との距離を概ね 1.5m 確保出来るよう学校と連携して対処する 

・接触を有するコミュニケーションはしない（ハイタッチ・握手等） 

・集合写真の撮影については、協議の上決定する 

   ・原則マスクを着用する。ただし、天候・気温・湿度等の環境によっては学校と協議の上決定する 
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４．感染が疑われる場合の対応 

 

１）夢先生及びスタッフが、授業実施２週間前からの検温で、１度でも平熱を超える(概ね 37.5℃

以上)の発熱又は感染が疑われる症状が確認された場合は以下の通りとします。 

 

・【移動前】訪問予定の夢先生（あるいはスタッフ）から体制変更しての実施可否を協議します。 

・【当 日】実施予定の授業を延期若しくは中止いたします。 

・【滞在時】実施予定の授業を延期若しくは中止いたします。 

※現地で発熱があった場合は、自治体に相談窓口を紹介いただき、 

その後の行動は相談窓口の指示に従い行動いたします。 

 

２）授業実施日から遡り、2 週間以内に児童・生徒及び学校関係者の感染が確認された場合は 

当該学校の授業の延期若しくは中止について協議いたします。 

 

３）当該自治体（都道府県）に緊急事態宣言が発令若しくは市区町村単位の自治体で感染者が

出た場合は自治体単位としての延期若しくは中止について協議いたします。 

 

４）夢先生及びスタッフが授業実施後に感染が確認された場合は、以下の通り対応いたします。 

・発症日 2 日前以降に実施した学校と当該自治体へ速やかに報告します 

・当該自治体と連携し感染経路の特定に努めると共に、安全が確保されるまでプロジェクトの 

延期若しくは中止について協議します 

 

5）実施した学校の児童・生徒及び学校関係者の感染が確認された場合は、当該夢先生及び 

スタッフは、安全が確保されるまで自宅待機とします。 

 

 

授業後、児童・生徒及び学校関係者の感染疑いが生じ、当該者が発症日 2 日前以降に「夢の教室」

に参加・見学していた場合は速やかに JFA こころのプロジェクト推進部（03-3830-1803）までご連

絡願います。 

 

 

改定履歴 

発行  日付 

第 1 版  2020 年 6 月 1 日発行 

第 2 版 2020 年 ６月 23 日発行 
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新型コロナウイルス感染症防止策チェックシート 

 

「夢の教室」、夢先生として登壇前 2 週間における以下の項目を確認させて頂きます。 

尚、本チェックシートにつきましては、登壇日朝に担当ディレクターに提出願いたく、宜しくお願い致します。 

 

平熱を超える発熱（おおむね 37 度 5 分） 

 □ある又はあった（いつ頃？何度？：                    ） 

 □ない 

咳、のどの痛みなどの風邪の症状 

 □ある又はあった（いつ頃？：                       ）  

 □ない  

倦怠感、息苦しさ 

 □ある又はあった（いつ頃？：                       ） 

 □ない 

嗅覚・味覚の異常 

 □ある又はあった（いつ頃？：                       ） 

 □ない 

体が重い、疲れやすい 

 □ある又はあった（いつ頃？：                       ） 

 □ない 

新型コロナウイルス感染症陽性とされた者との濃厚接触の有無 

 □ある又はあった（具体的に：                       ） 

 □ない 

同居家族や身近な知人に感染が疑われる者の有無 

 □ある又はあった（具体的に） 

 □ない 

過去 14 日以内に政府から入国制限、入国後の観察期間を必要とされる国・地域への渡航又は当

該在住者との濃厚接触の有無 

 □ある又はあった（具体的に） 

 □ない 

 

 以上、回答させて頂きます。 

 

 

 2020 年  月  日 

 

夢先生： 


